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Ⅰ 

（1） 𝑉 =   
𝑚

𝑚+𝑀
v 〔m/s〕 

（2）      𝐼 =   
𝑚𝑀

𝑚+𝑀
 v 〔kg∙m/s〕 

（3）  𝐸 =   
𝑚𝑀

2(𝑚+𝑀)
 v2 〔J〕 

（4）  𝐻 =   
𝑚2 v2

2𝑔(𝑚+𝑀)2 〔m〕 

Ⅱ 

（5） 𝑚 =   𝜌𝜋𝑟2ℎ 〔kg〕 

（6）       𝐹 =   2𝜋𝑟𝑆 cos 𝜃 〔N〕 

（7）  ℎ =   
2𝑆 cos 𝜃

𝜌𝑔𝑟
 〔m〕 

（8）  𝑇 =    𝜋√
2𝐿

𝑔
 〔s〕 

（9） 𝐸 =   
1

4
𝜌𝜋𝑅2𝑔𝑋2 〔J〕 

(10) v =   𝑋√
𝑔

2𝐿
 〔m/s〕 
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１ １
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Ⅰ 

（ア）  𝐶𝐸 〔C〕 

(イ) 

コンデンサ① 

𝐶𝐸 

 

 

〔C〕 

コンデンサ② 

         2𝐶𝐸 

 

〔C〕 

(ウ) 

コンデンサ① 

𝐶𝐸 

 

〔C〕 

コンデンサ② 

         4𝐶𝐸 

 

〔C〕 

(エ) 

コンデンサ① 

5

3
 𝐶𝐸 

 

 

〔C〕 

コンデンサ② 

10

3
 𝐶𝐸 

 

〔C〕 

発生したジュール熱 

        
1

6
𝐶𝐸2   

                   

 

 

〔J〕 

Ⅱ 

(オ)   𝐵1 =   
𝜇0𝐼1

2𝑟1
   〔T〕 

(カ) 

区間① 

       𝑉1 = 0  
𝐵0𝑆

𝑇
 

 

〔V〕 

区間② 

   𝑉2  = 
𝐵0𝑆

𝑎
 

 

 

 

〔V〕 

区間③ 

        𝑉3  =  
𝐵0𝑆

2𝑎
 

 

〔V〕  

(キ) ③ 

(ク)   Φ =   
𝜋𝑟2

2𝜇0𝐼1

2𝑟1
 〔Wb〕 
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I 

（a） (イ) 

（b） (ウ) 

（c） 

v，c𝑥，c𝑦 の大小関係                    

  (イ)  

 

    v  =      
c𝑥  c𝑦

√c𝑥
2+c𝑦

2
     

 

Ⅱ 

（d）        𝑑 sin 𝜃 

（e） 𝜃𝑚 = 
𝑚𝜆

𝑑
 〔rad〕 

（f）      𝑛 sin 𝜃𝑛 = sin 𝜃 

（g）      𝑑 sin 𝜃 = 𝑚𝜆 

（h） 樹脂と空気の境界面で全反射するため。 
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I 

（あ） 8.4× 104 J 

（い） 19 J/K 

（う） 42 ℃ 

（え） 

水の沸点は 1 気圧のもとでは 100 ℃であるが，圧力鍋の

中の圧力を 1 気圧より高くすると水の沸点は 100 ℃以上に

上昇する。このため，より高温の水で食材の加熱が可能であ

るため効率的に調理が可能である 

II 

（お） 

正体 

He の原子核 
 

電荷量 

      +2𝑒  
 

（か） 正電荷は原子の中心に固まって存在している 

（き） 

 

    𝐹 = 𝑘
𝑒2

𝑟2
 

（く）    𝑚
v2

𝑟
= 𝑘

𝑒2

𝑟2
 

（け） 回転半径が徐々に小さくなり、最終的に原子核に落ちこむ 

（こ） (ボーアの)量子条件 
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